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うえにさらに網接続点 (ST E : Signaling Terminal Equipment) 聞にウインドウ・フロー制御方式
を実装することにより 網接続点に滞留するパケット数を低く抑えつつ良好な全遅延特d性の得られるこ
とを明らかにしている。また，全遅延特性を良好に保ちながら STEに用意すべきバッファをここを通
る LC全てで共有し有効利用をはかる STE間ウインドウ共有方式を提案し，その有効性を明らかにし
ている。
以上のように，本論文はパケット交換網におけるウインドウ・フロー制御方式の性能評価に有用な近
似解析手法の開発を行うとともに，ウインドウ・サイズ割当てのときの評価基準として新しく公平さを
提案し，さらに相互接続パケット交換網におけるウインドウ・フロー制御方式の実装についての有用な
知見を得たものであって，通信工学の発展に寄与するところが大きし、。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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